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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・輸入高額品、特にファッション関係が非常に好調に
推移している。

家電量販店（営
業統括）

販売量の動き ・エコポイント見直しとの公表を受け、テレビを中心
に駆け込み需要が拡大し、エアコンも同様に注文数が
伸びている。テレビ、エアコンは売れ筋商品の確保が
重要な課題となっている。国慶節もあって中国人を中
心とした外国人観光客の来店と販売数量が増加してい
る。国慶節後も客足は途絶えていない。

家電量販店（副
店長）

来客数の動き ・エコポイント見直し前の駆け込み需要により、来客
数、販売数が上昇している。

やや良く
なっている

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・家電エコポイント制度のポイントが約半分になるた
め、駆け込み需要で来客が増えている。

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・来客数も販売量も非常に低迷していたが、今月に
入ってやや来客も多くなり、契約も成立するように
なってきている。

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・９月は残暑が非常に厳しかったせいかと思うが、10
月は通常の売上レベルに戻っている。

百貨店（総務担
当）

それ以外 ・客単価は依然として前年割れとなっているが、来客
数は確実に伸びてきている。景気に左右されやすい高
額品が依然として厳しい状況であるが、衣料品におい
て秋冬物に動きがみられ、婦人のコートは前年より早
い動きとなっている。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・気温が平年並みに戻ったこと、前年あった台風の反
動等もあって、10月は前年を上回るスタートとなって
いる。ニットアウターや今季トレンドのパンツ等、す
ぐに着られる秋物を中心に動いている。中国の国慶節
期間中の外国人（免税手続きで概算）は前年を下回っ
たが、中国人は増加し、対象売上は６割増である。外
国人顧客には、円高の影響が大きいようである。

百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・気温が下がり、重衣料系の動きが活発になってきて
いる。リビング、食品も堅調である。不調だった衣料
品部門でも前年を上回ってきており、客単価増も含め
て、客の支持を回復しつつある。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・残暑が厳しかった９月と比較して、10月に入り、婦
人用品関連に復調の気配が見えている。紳士関連につ
いてはビジネス、カジュアル共に苦戦している。食品
は堅調に推移している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・当店は改装したばかりなので、今のところ来客数、
販売数量は共に増えている。

スーパー（ネッ
ト宅配担当）

来客数の動き ・客数、１人当たりの買上点数が増加している。気温
が下がり、冬物商材の動きが良い。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・12月にポイント数が半減するエコポイント制度の見
直しにより、テレビを中心に来客数が急増している。

家電量販店（統
括）

来客数の動き ・家電エコポイント見直しによる特需がある。薄型テ
レビを中心に10、11月は駆け込み需要が高まり、異常
値が出る。家電量販店の広告、ＣＭの影響も大きい。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・８月から今月にかけて、良い日と悪い日の差があっ
たが、11月は期待している。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今月は千葉県で国体があり、宿泊を中心に一定の効
果がある。

タクシー運転手 お客様の様子 ・昨今頻繁に電車が不通になるため、ターミナル駅を
中心に、一時的にタクシーの利用客が増えて忙しい。

通信会社（支店
長）

販売量の動き ・特定の人気商品の強い押し上げ効果により、新規、
機種変更共に大きく販売実績を伸ばしている。

通信会社（営業
推進担当）

販売量の動き ・デジタル関連機器の販売に活気を感じる。客の会話
から、年末商戦に向けて上向きになっていると実感し
ている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・継続的な作業があるため、仕事が無い時に比べると
多少良くなっている。

変わらない 商店街（代表
者）

それ以外 ・ここ数か月下向きであったが、今月は街として１年
で一番大きなイベントを行ったことと、天気が良かっ
たことが功を奏し、幾分持ち直している。しかし、
思っていた割には、今一つである。

家計
動向
関連



一般小売店［和
菓子］（経営
者）

単価の動き ・３か月前に比べて猛暑の影響がなくなり、客数は伸
びているが、客単価が落ち込んでいる。景気的にはあ
まり変わりがない。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・３か月前からそうだったが、地上デジタル放送の切
替の需要やエコポイントの追い風もあり、販売量が増
えている。

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・秋の行楽シーズンを迎えたが、思ったより消費者の
財布のひもは固い。

一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・10月はやっと秋らしい気候が安定したので、秋物の
商品が良く売れている。後半に入り急な冷え込みで、
冬の備えに冬物が売れ始め出している。前年の売上は
確保でき、まずまずである。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・当社は印章や軽印刷の業務をしている。本来なら、
喪中葉書や葉書類の印刷の客が来ておかしくないが、
最近はカメラ店やショッピングセンターでも受付カウ
ンターができてしまい、そういった客が減っている。
打開策を考えているが、非常に難しいところである。

一般小売店［酒
類］（経営者）

それ以外 ・秋祭りは２日間とも好天に恵まれ、露天商、観光客
共に例年より多い。露天商は予想外に商いがあったよ
うで、綿菓子に使うざらめや生ビール等を求める様子
が見受けられた。

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・客は買物に対して慎重である。必要な物は買うが、
趣味の物等はなかなか買わない。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・気温の低下に伴い、ジャケットや羽織物に動きが
あったが、単価は前年より10～20％下がっている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・９月は暑さが続き、衣料品の売上は悪かったが、10
月に入って気温が下がり、好調に推移している。気温
の上下によって衣料品の売上は大きな影響を受け、安
定的に売れる状況にはない。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・７月から来客数、販売額は共に前年を上回る動きが
あり、堅調に推移している。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・来客数はあまり変動していないが、客単価は低いま
ま推移している。特に秋物衣料は、残暑が厳しくジャ
ケット類が全く売れないまま、コート類の冬物の販売
時期に入ってしまっている。結果的に当月の売上も厳
しくなり、前年割れの状況が続いている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・気温が高めだったこともあり、季節商材は堅実的な
購買が続いている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前月は残暑の影響もあり、アパレル関連が非常に厳
しい状況であったが、その反動で若干の回復基調が見
られる。一方で、比較的堅調に動いていた服飾小物の
回復が見られず、相変わらず厳しい状況は継続してい
る。前月までは客数微増、購買単価下落という傾向で
あったが、今月は客数微減、購買単価前年並みといっ
た変化が見られる。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前半と後半では気温の違いにより動きに変化がある
が、やはり今後の不安からか、先の物は買わない傾向
が強く、実需需要が強いため、１回の数量は伸びてい
ない。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・来客数、購買客数は伸長傾向だが、気候変化や消耗
品など、必要に迫られなければ購買意欲が上がらず、
目的購買はあるものの、単価が上がらない。また、高
額品が苦戦している。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・店舗自体の数字は、目標値には届いている。しか
し、依然として消費者の購買意欲は高まっていないた
め、天候、社会情勢等の影響を大きく受けやすく、外
部要因で数字が大きく変動してしまう状況である。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・今月は様々な企画を行ったり、野菜の相場高、曜日
まわりが良い等の状況が重なり、来客数も前年比で少
し伸びている。しかし、これは特殊なので、また来月
は違う。

スーパー（店
長）

単価の動き ・販売量、客数、売上ともに前年並みの状態が続いて
いるため、単価が依然として上昇しない。店舗の特売
比率は上昇しているため、それを補えるような定番商
品の点数と単価増はかなり厳しい状況である。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・今月も客数は前年比96.5と、前年を下回っている。
その分売上も響いて予算は未達である。やはり客数の
減少が大きい。



スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・円高で輸入商品の価格は安定しているが、物自体の
価格は上昇しており、円高差益によるセールを打つま
でには至っていない。客は必要な物しか購入せず、客
単価が上がらない。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・コンビニ業界は非常に良い時と悪い時があるが、平
均的にあまり大きな差はない。大体３か月前と同じ
で、本当に変わらない状態である。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・たばこの値上げによる駆け込み後も、売上は比較的
堅調である。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・10月は売上、客数、すべて落ちている。しかしその
中で実用の肌着、靴下については、急激な寒さがきた
ため、売上が前年を超えている。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・今までのようにたくさん買物をしてくれる客と、目
的の物を１点という客の落差が非常に激しく、二極化
が進んでいる。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・ちょうど衣替えの季節で、気候もずっと寒くなり、
衣料関係が売れ始めてきている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・整備は順調だが、販売はあまり芳しくない。前月よ
り３割減となっている。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・相変わらずコンパクトカー中心の販売である。普通
車や高額車は、商談すら無くなってきている。

その他専門店
［雑貨］（従業
員）

来客数の動き ・ほぼ前年と同じくらいの来客数である。

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・依然、世界的に前年を下回っている状況に変化はな
い。国内は新商品の発売以降、引き続きにぎわいを見
せてはいるが、他タイトルが売れない一強皆弱の状況
である。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・婦人衣料は秋物が動き出しているが、３か月前は
バーゲンセールによる集客があったため、客数は落ち
込んでいる。季節的要因を考慮しても、慎重な買上点
数となっているため、購買意欲はあまり良くなってい
るとも言えず、変わらない状況が続いている。ただ
し、飲食の客単価は底打ち感が出てきている。現状は
約13％の集客減となっている。

高級レストラン
（支配人）

単価の動き ・食堂では相変わらず接待が減少したままである。
あってもほとんどが昼の利用のため、客単価は上がら
ず、売上も回復してこない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・９月は前年比で客数97.3％、売上96.7％であった
が、今月は現時点で客数98.1％、売上97.4％である。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・ずっと最低の状態が続いており、出口が見えない。
このままでは間違いなく、店を閉鎖するしかないとい
うところまで来ている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・前月は良かった婚礼見込みの来客が、今月は一気に
落ち込み、前年同期比85％で推移している。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・客数はある程度戻ってきているが、逆に単価が少し
ずつ下がる傾向にある。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・10月第３週目から、問い合わせの電話が極端に少な
くなっている。時間によっては、全く電話の鳴らない
時間帯もある。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・広告に対する反応が今一つである。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・ここ数か月間、客の様子は変わらず、特に契約顧客
の利用が少なく、無線オーダーもマイナス続きであ
る。繁華街の人出もまばらで、街はタクシーの空車の
列が続いている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・月額利用料がより安い、他社のインターネットサー
ビスを選択する加入者が増えており、目標達成の足か
せになっている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・集合住宅のデジタル対策駆け込み需要がまだ続いて
いることにより、多チャンネル、インターネット、電
話の各契約数は横ばい状態である。

通信会社（総務
担当）

お客様の様子 ・変わらないというのは、悪い意味で変わっていない
ということである。相変わらず、有料チャンネルの解
約は歯止めが掛からない状態である。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・解約数が想定を上回り続けている。維持費が障害と
なっている事例が多く見受けられる。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・契約は低価格のプランが多く、集合住宅の空室が多
い。



通信会社（局
長）

販売量の動き ・ケーブルテレビの加入者は増えているものの、単価
についてはシビアになっている。結果的に販売量は増
えつつも、売上的には横ばい傾向になってきている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・週末に掛けて天候があまり良くなかったため、来客
数の動きが若干悪くなっている。

ゴルフ場（支配
人）

単価の動き ・10月までの来場者数は前年並みだが、客単価の下落
が目立ち、安い時期の来場者が増えている。

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（支配
人）

販売量の動き ・ボウリング場なので、ゲーム単価×ゲーム数＝販売
量となるが、１人当たりのゲーム数の減少傾向が続い
ている。

その他サービス
［福祉輸送］
（経営者）

単価の動き ・現在、福祉施設の輸送及び福祉ハイヤー、タクシー
を運行しているが、前年に対して非常に落ち込みが激
しくなってきている。なるべく生活費をカットすると
いうような状況が、いまだに続いているようである。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・円高の影響による株価低迷により、高額商品の購入
マインドがやや低下している。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・客の数は変わらない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・在庫数が少ないということもあるが、今月に至って
はまだ契約棟数がゼロである。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・上半期の反動か、今月は受注、売上共に通常月に比
べて低水準である。これは例年通りの状況だが、前年
は極端に厳しかったことを考えれば、景気は決して良
くない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の50％にも満たず、３か月
前と比べても景気は悪い状況で変わっていない。住宅
ローンは低金利、優遇税制は変わらないが、販売単価
が落ち込み、価格的に値ごろ感のある物件でないと売
れない。販売件数が伸びればいいが、販売件数も変わ
らない状況で、結果として売上が落ち込んでいる。１
年ぐらいこの停滞した状況が続いている。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・販売量の動きは変わらないが、若干落ち着いてきた
ような感じがする。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・最近は、客が物を買う際に、競合店と比較している
ことが多く、値段の安いほうへという客の心理は強く
なってきている。

一般小売店［米
穀］（経営者）

お客様の様子 ・今月からたばこが値上がりしている。金額は想定内
であったが販売数が激減、低価格のたばこも充実させ
ているが、それも売れない。体と懐のための相乗効果
で禁煙者の増加になっているのか、たばこの販売中止
も考慮する時期かと思っている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・文化祭（お茶会）等での利用が無い。ギフト需要が
減少しており、１人当たりの買上金額と客数が減少し
ている。前月に比べ、減少幅が大きくなっている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・販売量と注文売上件数の前年比から見ても、一向に
前年を超える月が出てこない。１件ごとの注文本数が
個人、会社共に極端に減っているためである。

百貨店（店長） 単価の動き ・春夏は来客数の前年比に対し売上額の前年比が０～
マイナス２％だったが、秋以降、マイナス幅が２～
５％に拡大している。販売量は前年維持ないし若干増
えているものの、単価が低下し、まとめ買いも少な
く、客単価も減少している。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・秋物商品の稼動が鈍い。低単価の商品は稼動する
が、高単価の商品は稼動していない。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・前月末のたばこ値上げの関係から異常な売上増が
あった反動で、今月は売上が減少している。たばこの
客の中にはＢ級品を求める客も増え、財布のひもの固
さが分かる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・デフレが止まらない。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・最近、デイリー商品の管理が難しい。売れてしまっ
て無くなったり、全然売れなかったりと、売れる日と
売れない日がはっきりしてしまい、予想がしづらい。
公共料金を持ち込む客が多いが、払込料金を節約して
いる感じがする。以前は携帯電話料金何万円という客
がたくさんいたが、今はほとんど何千円で、ガス料金
も水道料金も電気料金も、皆一生懸命節約している。



コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・主婦と夜中の来客数が減っている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・客の買上点数が本当に少しずつ減っている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・新車のエコカー補助金等が終わった関係で工場の稼
動が下がったのか、残業等が減り、収入減や短期雇用
の終了で、買うのを抑えている傾向があり、買上点数
が下がってきている。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・秋物の動きは良くなったが、前年比90％と客単価が
前年より悪い。値ごろ品に集中するため、前年の売上
を超えるのは難しい。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・買い控えているのか来客数も少なく、必然的に販売
金額も減っている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・近くの店がランチをやめたという原因はあるもの
の、今月に入ってランチタイムの人通りが極端に少な
くなっている。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・売上としてはそんなに前年と変わらないが、来月は
忘年会の前月なので暇になりそうであり、人の動きも
良くない。どこに行っても良いとは聞かず、景気自体
が悪くなっている。品物等もどんどん安くなってお
り、それでもそんなに売れていない。飲食店とはまた
違うが、そういう所を見ても街の様子を見ても、良い
とは決して言えない。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・今月のレストランの来客数は前年をわずかに超えて
いるが、単価が下がっているため、売上は前年並みで
ある。宿泊も人数は前年をわずかに超えているが、や
はり単価が下がっており、売上は前年並みである。宴
会は今月に入ってから月内の80名のパーティーが中止
になったりして、人数、売上が前年を大きく下回って
いる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・尖閣諸島問題で、中国への旅行が具体的には30％く
らい取消が発生している。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・今月は団体、法人のシーズンということで、団体の
販売量は増えたが、１つの団体の大きさ、単価が下が
り、結果的に販売量としては悪くなっている。20名以
下の団体が多くなってグループ化しているため、仕事
は忙しくなっているが利益がなかなか出てこない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・気象条件の悪い雨の日などがやや多かったためか、
金額的には底打ち感がある程度出ているような感じも
する。しかし、今月も相変わらず、減少傾向に変わり
はない。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・10月はテレビ、インターネット、電話共に加入獲得
が厳しい状況である。楽しい話題が無いため、娯楽訴
求のケーブルテレビ業界にはきつい局面である。地上
デジタル放送化も少し下火である。

ゴルフ練習場
（従業員）

販売量の動き ・当社で販売している回数券の売上があまり良くな
い。高額のカード等はプレミアムもたくさん付いてい
るのだが、そういったカードの販売が今一つ不振であ
る。来客数は前年とあまり変わらないが、販売量が落
ちており、皆が買い控えをしている感がうかがえる。

パチンコ店（経
営者）

競争相手の様子 ・朝からの客も少し減ったような気もするが、夕方か
ら来るサラリーマン層が少し減っている。当店もそう
だが、競合店を見てもそう感じる。

競馬場（職員） 販売量の動き ・10月に入って売上の減少が明確になっている。前年
度比79％で、20％以上の減少である。

その他レジャー
施設［ホール］
（支配人）

販売量の動き ・来月公演予定の超有名オーケストラの指揮者が交代
したが、これまであまりなかったほどのキャンセルが
続出している。かなり高額でもあるため、小遣い欲し
さの便乗組も多く発生した模様である。また、他の公
演も売行きは低迷している。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・プロ野球がポストシーズンを迎えたが、セリーグの
在京チームが日本シリーズに出場できないことにな
り、客のニーズも盛り上がりに欠けてしまっている。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・客は価格に対してますます慎重になっており、廉価
なものがあれば他店で購入してしまう。また、優先順
位の低いものから買い控える傾向にある。消費者の将
来に対する不安、失望感の表れではないか。



設計事務所（経
営者）

それ以外 ・公共的な仕事は今年度４月から指名競争ではあった
が、発注は大変あり、そのため夏休み時点の仕事は何
とか潤った。しかし秋になってその予算がほとんどな
くなり、指名開札も指名件数も非常に少なくなってい
る。民間事業はほとんど動いておらず、先が見えない
ような悪さを感じている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・今の経済は数年来の厳しい状態で、全然明るい展望
がない。夢のないこれからである。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今までもそうだが、傾向として安い物を買うことが
非常に多い。洋菓子店等はいい例だが、普段はまあま
あだったところ、このところはぜいたく品やし好品が
売れないとこぼしている人がかなりいる。本当に欲し
い物だけ買っている状況なので、非常に難しい。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

単価の動き ・特に単価の低い物に関しては、もう正札が通じなく
なっている。少しでも安くなっている赤札でないと客
が手に取らないという傾向が、今月あたりからまた非
常にはっきりとしてきている。

百貨店（総務担
当）

競争相手の様子 ・近くに大手の店ができたのが１番の原因である。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・猛暑の影響やたばこの特需が終わり、最近の景況は
非常に悪くなっている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・秋らしい天気がなく、月の後半は過激に寒くなり、
台風も来たため、なかなか出かける予定も立たない様
子である。また、出かける間際まで買物を我慢するた
め、余分な買物をしない様子が見える。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・販売量の動きとしたが、単価も安い物を選ぶ傾向だ
し、来客数も減っている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・今月も天候に大きく左右され、秋物商材が売れな
い。客は商品に興味を示さず、漠然と見ている。店頭
の安価な商品でもかなり慎重に購入している。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・販売受注促進のためにいろいろと手を打っている
が、来客数が減り、購入者数も前年比60％になってし
まっている。整備入庫者数も芳しくない｡

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・環境規制トラックで販売の補助金が出ていた時は、
月平均、普通トラックと言われる４トン以上のトラッ
クが４千台近く販売されていたが、補助金が無くな
り、10月度では全国規模で２千数百台の登録となって
いる。補助金が無くなった段階で、この規制車両につ
いては購買意欲が極端に落ちている。今後とも需要が
減るという判断の中で、景気は悪化している。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・補助金終了による需要減の影響を受けて、純受注は
前月に引き続き前年比65％レベルとなっている。売上
台数は純受注の減少と新型車の構成比増によるマッチ
率の低下で、目標未達に終わっている。本当に補助金
の反動が大きい。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・非常に悪い。売上、粗利、客数共に90％がやっとで
ある。客の来店頻度が減り、買上単価、点数も減って
いる。前年のインフルエンザ時のマスクや手指消毒関
連の分を差し引いても、全く追い付かない状況であ
る。非常に危機感を持って取り組んでいるが、なかな
か現状を回復できていない。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・単価が仕入原価でも売れない。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・継続案件が無くなり、新規の案件についてはかなり
遅れていて、受注までの時間が掛かり過ぎている。

遊園地（職員） お客様の様子 ・物販飲食における客単価の伸びがなく、買い控え傾
向が見られる。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・前年同時期と比較して、天候不良の原因もあるが、
利用は減っている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・競争相手の様子を見てみると、いずれにしても仕事
量が非常に少ないということが実情である。入札等で
も非常に値下げ、低価格競争になっている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・民間の動きは相変わらずほとんど無い。役所も前半
の仕事はほとんど発注が終わったが、取るためには相
変わらず３～４割を切らないと確保することができな
い状況である。



住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・当社は不動産デベロッパー業と総合建設業だが、前
月も言ったとおり、住宅に関しては東京都内及び東京
に近いエリアでは価格が安くなっていること等もあっ
て、分譲住宅の売行きは好調である。しかし分譲価格
が非常に低いために、全く利益が出ない。建設業にお
いても受注単価が低く、赤字になることもある。公共
事業に関しては、受注単価が低いばかりでなく、発注
量が激減しているために、非常に困った状態が続いて
いる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客の注文がよく入るようになってきている。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・長続きするかどうかは疑わしいが、今月は８、９月
に比べると仕事の動きは多少良くなっている。

広告代理店（営
業担当）

それ以外 ・当社の経営が黒字化している。また、リストラも
いったん一段落し、キャリア中途採用も実施され始め
たりと、少し明るい兆しが見え始めている。

その他サービス
業［警備］（経
営者）

それ以外 ・各公共事業やイベント警備が増えている。得意先に
よると、これからしばらくは受注が続く見込みであ
る。

その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・客先は、経年劣化した設備更新に前向きなため、や
や良くなっている。

変わらない 繊維工業（従業
員）

それ以外 ・平成21年度末の組合員数が291企業、平成22年度中
間期（平成22年９月末現在）の組合員数283企業と、
わずか半年間で既に８企業（倒産２件、廃業３件、そ
の他３件）が脱退している。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は会社設立は少しあったが、個人の印鑑は８～
９月は象牙の実印が３本ほどあったが、今月は１本ほ
どなので、ならして横ばい状態である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今のところ良くなる気配は全く見えないが、何とか
頑張っている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・冷凍、空調関係の市場は縮小しているが、売上は例
年どおりの水準で推移している。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・業者たちからは、少しでも良くなったという話は全
く聞かない。いろいろな仕事が海外にいってしまい、
仕事量が少なくなっているのだろう。そうでなけれ
ば、もう少し活気が出てくるはずである。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

それ以外 ・当社の近所では、今年の初めごろはシャッターを閉
める所が非常に多かったが、ここに来て身の回りだけ
でも４～５軒シャッターが開き、店ができたり医者が
開業したり倉庫が開いたり等の状況になってきてい
る。取引先においては、今までと同じように苦労しな
がらも現状維持ということで頑張っている。

建設業（経理担
当）

それ以外 ・発注側が強くなってしまったようで、各社で採算割
れした工事の受注が続いている。下職も含め、業界で
は更なる経費削減に四苦八苦している。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・何と言っても、仕事が出たかと思うとすぐに止まっ
てしまう状況で、以前のように毎日仕事があるという
ようなことがなくなっている。

金融業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・半導体関係はまだ続いており好調だが、その他の製
造業が受注面に関して少し不透明感が出ている。不動
産関係は相変わらずで、やはり売行きがあまり良くな
い。小売業に関しては、まだ例年よりは全然戻ってい
ない。総合的に判断すると、まだ景気は変わらない。

不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・特に商業用地の引き合いが少なく、また、貸し店舗
の空きが埋まらない。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・相変わらずオフィス需要の低迷ぶりに変わりはな
い。空室率の改善が一向に図れず、賃料水準もかなり
落ち込んできている。一時は全くなかった新規入居の
問い合わせが少し出てきたことがせめてもの救いと
いったところである。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・５年前の70％程度の受注のまま、横ばい状態であ
る。

企業
動向
関連



税理士 取引先の様子 ・少し特殊技術や営業力を持っている建設業も、最近
は全く仕事が無く、東南アジアなどの海外へ仕事を求
め、そこの施設を建設する形になってきている。今ま
で日本で仕事を取っていたが、いよいよ取れなくなっ
てきている状況であり、単価も大変安くてやっていけ
ないようになってきている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中小小売業の減収、減益が続いている。加えて10月
でも夏日が続く異常気象であり、特に季節商材を商う
業種の影響が大きい。女性衣料を商う経営者の話で
は、当業界は四季があることで成り立っていたが、こ
の成立条件が変わりそうである。今年などは秋物とい
う商品領域は空白になった感があり、業績の立ち直り
は当面難しそうである、とのことである。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・大きな変化はないものの、青果等の食品関係の店舗
では天候が例年並みになり、人出や売上も回復してい
る。

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社が見受けられ、労働保険料や
報酬の滞納が増えている。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

取引先の様子 ・アナログ地上波でのテレビ放送が中止となるまであ
と１年を切った時期ではあるが、地上デジタル放送へ
の移行を本格的に検討する客が増えてこない。そのた
め、インターネット環境を整備しようとする客も増加
が止まった状態である。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

競争相手の様子 ・同業他社からかなり低調な状況や、先行きの不安感
が伝わってきている。当社では、定期物の受注が頼り
という状況である。新規の受注が激減している。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・日本製は高価なため海外生産へシフトを余儀無くさ
れたところへ円高となっている。コスト減にも限界が
あり、海外と価格を比べられ、受注量が減る傾向にあ
る。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・自動車関連の資材を作る金型の生産が少しは回復し
ているが、まだ厳しい状態に変わりはない。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・現状では、例えば月に1,000個生産していたものが
800個になったり、2,000個生産していたものが1,800
個になったりなど、微妙に下がっている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品が全然売れない。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・新築案件が見当たらない。民間工事も無く、同業社
の話ではリストラも行っているようである。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・全体的に受注量が減ってきているが、公共事業に関
しては特に減ってきている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取扱量の低迷が長引いており、１車両当たりの採算
悪化車両が増えている。車両の数、廃車、運行等の見
直しが、当社にとって急務となっている。

輸送業（所長） 受注量や販売量
の動き

・前年同月比で10％近く売上が落ちている。前年は下
期から搬入先の入替え作業等があり、後半にかけて売
上が伸びていったが、今年は今のところ何も良い話が
無く、苦戦している。

通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月は数量、価格共に大きく落ち込んでいる。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・輸出企業は急激な円高進行で、来年度の売上予想が
立てられない状況にある。

金融業（役員） 取引先の様子 ・月々の返済額を軽減して欲しいとか、一時払いの期
限を延ばして欲しい等の客からの依頼が、非常に多く
見受けられる。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・賃貸もこのところすっかり低迷を続けている。賃料
１か月無料、礼金不要、更新料不要等、競争が激しく
なっている。

税理士 取引先の様子 ・衣類、飲食共に安価な物しか売れない。小規模経営
の企業は、利益の確保が難しい。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先工場等の顧客の稼働率が落ちており、当社へ
の注文依頼も減っている。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・テナントが退去した後、空室がなかなか埋まらなく
なってきている。



悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・９月もひどかったが、10月に入ってなお一層、状態
が悪くなってきている。取材関係の営業の人も、この
状況を見せるためなのか、内勤で働いている人達を連
れて話を聞きに来ているようである。

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注価格や販売
価格の動き

・ここ数年継続していた受注案件が、価格見直しでか
なり無理な状況まで追い込まれるケースが目立ってい
る。価格競争に巻き込まれない優位状況を確立しない
と、ますます悪くなるばかりである。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今月に入り、業種や顧客に限らず、受注が３割ほど
減少している。特に化粧品容器は、国内向けが大幅に
減少している。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・自動車部品メーカーから20％のコストダウン要請が
あり、受け入れられなければ海外へ持っていくと強く
言われている。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・為替レートが非常に円高に振れている影響で輸出の
伸び悩みがあり、デフレで販売量が少なくなってい
る。また、雇用関係が非常に低調なため、全体として
景気の下ぶれが出てきている。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・今年度の後半になっても出荷量は増えていない。

金融業（渉外・
預金担当）

取引先の様子 ・売上が激減している取引先が多く、いよいよという
ところまできている取引先も多い。

広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・前年は無かった今年限りの案件が入札でたまたま取
れたため、今月の景気はどちらともいえないと言える
が、それが無かったら悪いとしか言いようがない。今
月は運が良かったが、聞こえてくる業界の状況は「買
い切り枠を維持できなくなった」、「倒産した」、
「廃業した」などと悪い話ばかりである。

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注があっても、突然のキャンセルなどが数件続い
ている。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・案件や受注が極端に減少している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・特に製造業関連において、求人の件数が増加してい
る。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・期間限定であるが、派遣として、販売業務、営業、
年末調整や入札に関わる事務の求人が増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年比で増加傾向にある。以前は製造
業からの求人が減少していたが、最近は増加してきて
いる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求職者数が前月比で4.6％の減少となり、新規
求人数が同4.2％の増加、有効求人倍率が同0.06ポイ
ント改善している。10月の数値が改善すれば、緩やか
ではあるが雇用情勢は上昇傾向に入る。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・目立った求人数の増加はない。ほとんどの業種で採
用を手控えている。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・例年は多い年末に向けての繁忙期間の派遣依頼がな
いか、あったとしても依頼数が少ない。派遣先の景況
感も悪いことがうかがえる。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・企業の事務系採用に関して、募集件数は引き続き低
迷している。また、前月比で派遣利用人数が減少して
いるため、派遣総数の減少が引き続いている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・中国、インドの留学生に狙いを定めた求人は増加中
である。しかし、日本人学生の採用は前年とあまり変
化がなく、全体としてまだ低調に推移している。

求人情報誌製作
会社（編集担
当）

雇用形態の様子 ・このところアルバイト、パートの求人がほとんど
で、正規の社員、従業員の求人は見当たらない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・９、10月は年間を通して一番求人が増える時期だ
が、新しい客や大口客の獲得はできているが、従来の
固定客の募集が減ったり、全く募集の必要が無くなっ
たりしている。生産減のためもあるが、人を募集しな
くても済むようになった等があって、本当は良くない
が、総合するとほとんど変わらない状況である。

雇用
関連



職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・受注量の増加から休業規模を縮小したり、一時的に
休業を実施しない事業所が見られるようになってきた
ものの、雇用調整助成金の申請が相変わらず多い。製
造業のうち零細な事業所が中心となり、利用件数は横
ばいの状況が続いている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・毎日相談に訪れる求職者数は３か月前と変わらない
状況にある。職業訓練についての問い合わせ、特に生
活支援給付金を希望する人の数も変わらない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は前年同期に比べ増えてはいるが、内容は臨
時的、短期的なパート、派遣求人が多くなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は増加しているものの、中小零細企業につい
ては景気動向を様子見しているため、新規求人を予定
していない企業も多い。

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・当社の紹介先は製造業メーカーが圧倒的に多く、そ
の中で特に自動車業界の重点が非常に高い。一時いろ
いろと出ていた経済促進策等が終了したこともある
が、一度戻るような感じだった生産がまた最近、少し
前に戻りつつあるようである。ただし、先行きの不安
から、やはり人の採用については特に控えている。人
は欲しいがそれだけ、いざお金を出すという時には考
え、なかなか採用に踏み切らない。

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・求人数が増えてくるとともに採用者数が増えてきて
いる傾向に、今のところ変化はない。

学校［短期大
学］（就職担
当）

それ以外 ・企業説明会の開催が、前年度の同時期よりも少な
い。開催されても、参加企業が少ない状況にある。

やや悪く
なっている

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・前年同月比で求人獲得数が10％程度、減少してい
る。

悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求人数の動き ・様々な企業に営業や提案をしているが、メーカーと
流通サービス、小売業などが全く戻ってきていない。
むしろ雇用情勢は悪化している。


